
委 員 会 紹 介

高山市議会ぎかいだより 第57号 13

　高山市議会では、毎月、総務環境委員会、福祉文教委員会、産業建設委員会の３つの常任委員
会等を開催し、市の重要事項について執行部から協議・報告等を受け議論を行うとともに、市政に
関する調査研究活動を行っています。

議会閉会中の委員会活動

●総務環境委員会●
7月 18日 協議事項 乗鞍山麓五色ヶ原の森の入山料の見直し等について

報告事項 令和６年度指定管理者募集方針について

8月19日
協議事項 高山市行政経営方針の策定について

高山市環境基本計画の策定について

報告事項 飛騨高山ＤＸ推進官民連携プラットフォームの設立について
ごみ処理施設建設工事の進捗状況等について
●福祉文教委員会●

7月 19日 報告事項 令和６年度指定管理者募集方針について
調査事項 国民健康保険事業について

8月22日 協議事項
第５期地域福祉計画の策定について
新火葬場の建設に向けた対応について
健康たかやま２１（第３次）の策定について

報告事項 飛騨高山まちの体験交流館の指定管理について

9月17日 協議事項
教育振興基本計画の策定について
岩滝小学校の東小学校への統合について
●産業建設委員会●

7月 22日

協議事項 宿泊税の導入について

報告事項
令和６年度指定管理者募集方針について
車両流入抑制対策に係る実証実験の終了について
高山市公設地方卸売市場の整備について

8月21日 協議事項 高山市産業振興計画の策定について
9月18日 協議事項 宿泊税の導入に係る検討状況について

常任委員会の協議・報告事項（7月～9月）

●産業廃棄物最終処分場計画調査特別委員会●
岐阜県庁と岐阜大学へ行政視察
　県庁では、産廃処分場計画にかかる手続き条例に基づく今後の審査の流
れや審査方針等について、担当課から説明を受け確認してきました。
　県条例は法手続き前の適正配慮を求めるもので、事業計画の規模が大
きいため、環境影響評価条例に基づく手続きと並行して手続きが進められ、
二段階で住民が意見書を提出できる機会を設けられていますが、少し分か
りにくい流れにもなっています。
　参加した委員からは、住民説明会等による合意形成の判断や意見調整、専門的技術面の適合性判
断、水質や大気など生活環境面への影響、災害や盛土のリスク等を勘案して審査する県の体制や責
任について確認させていただきました。

　また岐阜大学では地震動に詳しい工学博士の久世益充准教授から、産廃施設に与える地震動の予
測や評価について意見聴取しました。
　岐阜県は荘川町六厩地区の震度を「震度６強」と想定しており、廃止まで１００年以上のスパンで考
えなければならない産廃施設の設計ベースが「震度５弱」では安全と言い切れず、より脆弱な盛土部
分は被災のダメージも大きいとの指摘をいただきました。


